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私たち が目指すのは、下水道から 生まれる 資源を 農業に活かし 、地域の中で資源がめぐ る 農業の形を 育てていく こ と です。その実現に

向け、下水道由来の資源から つく る 液体肥料（ Bio-CLF®）を 活用し 、作物が肥料を 効率よ く 吸収でき る 状態を 整える こ と で、化学肥料の

使用量を減ら す取り 組みを進めています。化学肥料の低減は、生産コ スト の抑制に加え、土壌や水系への負荷軽減にも つながり ます。さ ら に、

品質や収量の向上が生産者の所得改善に結びつけば、Bio-CLF® の活用が広がり 、地域資源を 活かし た循環型へと 近づいていき ます。こ う

し た取り 組みを 重ね、資源循環と 農業経営の強化を 両立する「 静岡市モデル」の確立を 目指し ます。

静岡市の「 スト ロ ベリ ーフ ィ ールド 」と 連携し 、 伝統的な石垣栽培における 下水由来

バイ オ液肥（ Bio-CLF®）の実証を行います。慣行栽培と の比較を通じ て、 収穫量や食味

品質、 コ スト の変化を詳細に検証。あわせて下水由来の肥料を用いた栽培への受容性

についてアンケート 調査を実施し ます。結果は行政等と 共有し 、 資源を無駄にし ない

仕組みづく り や、農家の皆さ んが安心し て肥料を 使い続けら れる 環境の整備に活用。

地域で資源を 回す「 地域循環型農業」がこ の街の当たり 前になるよ う 、 その実用化を

強力に推進し ていく 方針です。

静岡市における地域循環型農業の実証

イ チゴでの実証を起点に、今後は枝豆やみかんなど静岡を代表する農産物へ Bio-CLF®

の導入を 広げます。作物ごと に最適な施肥設計を 行い、 収穫量や品質、 化学肥料の

使用量を 精緻に比較検証。環境負荷の低減と 持続可能な農業経営の両立を 科学的に

証明し ます。段階的な実証を通じ てデータ と 信頼を積み重ね、 将来的には下水処理場

での供給体制確立や肥料登録を 見据えた社会実装を 目指し ます。地域資源を 地域の

農業へ戻す「 地域循環型農業」を 、 静岡から 新たなスタ ンダード と し て確立し ていく

方針です。

下水汚泥の資源化の可能性拡大を目指し て

対象と し ている社会課題 

イ ンパク ト 戦略
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農業では肥料原料の価格が不安定化し 、 日本の肥料自給率は実質“ 0％” のまま海外依存が続いています。窒素・ リ ン酸・ カ リ ウムと いっ た

主要成分は、実は地域で使われた後に下水処理場へ集まっ ており 、国内で循環可能な資源と し て注目さ れています。農林水産省は、2030 年

までに肥料原料の国内資源利用率を 40％へ引き 上げる 方針を 掲げ、 下水汚泥の再資源化を 重要施策と し ています。静岡市では 1 日約

150ト ンの下水汚泥を再資源化し ていますが、肥料と し ての農業利用は約 30％にと どまっ ています。安全性、肥料品質の確保などが課題で

あるが、こ の未利用資源を 地域循環へ転換でき るかが、農業と 環境の持続性を 左右する 重要な局面と なっ ている 。

共創メ ッ セージ コ メ ント

静岡市　 下水道計画課　 奥山 紘章

下水処理場は、 こ れまで社会イ ン フ ラ と し て “ あっ て当たり 前” の存在でし た。し かし 、 下水処理の過程で生じ る 下水

汚泥は、 見方を 変えれば地域の大切な資源です。静岡市には 7 つの浄化セン タ ーがあり 、 1 日に発生する 約 150 ト ン

の下水汚泥をすべて再資源化し ていますが、 下水中に豊富に含まれるリ ンや窒素を有価活用でき る肥料利用は約 30％

にと どまり ます。Bio-CLF® の安全性・ 品質を 確かめ、 実証結果を 共有し ながら 需要先と 社会理解を 広げていく ため、

生産者・ 企業・ 市民のみなさ まと 共創し 、 静岡発の資源循環モデルを 育てていき たいです。実証参加、 そし て製品を

選ぶ行動が、下水汚泥を価値ある 地域資源に変える力になり ます。ぜひご協力く ださ い。
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主な成果の参考データ 、 算出方法について

栽培管理結果①栽培管理結果

久能地区の石垣栽培でバイ オ液肥を 1 日 2 回点滴灌水。懸念さ れたチュ ーブ閉塞も なく 安定運用を 実現。石垣の蓄熱性と 液肥の即効性

によ り 、効率的な施肥と 草勢維持を 両立。地域資源を 活用し た循環型農業の有用性を 実証し まし た。

平均糖度④平均糖度

糖度は慣行比で約 10% 向上。味覚セン サーでは「 甘さ の奥行き（ コ ク ・ 複雑味）」の違いが顕著に現れた。化学肥料不使用のバイ オ液肥に

よ り 、単なる 数値上の甘さ だけでなく 、食味の質そのも のを 高めら れる 有用性を 実証し まし た。

糖酸比率⑤糖酸比率

味覚セン サーの結果から 、液肥栽培では酸味が立ち すぎず、味の濃さ が出ており 、糖酸バラ ン スが良い傾向が見ら れまし た。

②化学肥料使用量｜②化学肥料使用量｜完全化学肥料不使用の実現

ヒ ト バイ オマス由来のバイ オ液肥のみで栽培。化学肥料に依存し ない、極めてサステナブルな生産モデルを 確立。

農産物の品質向上度（ 味覚セン サー）｜
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③農産物の品質向上度（ 味覚セン サー）｜「 人が感じ る味覚要素」を 電気化学的応答と し て数値化

レ ーダーチャ ート  各項目の意味： 先味（ せんみ）と 後味の違い

先　 味 →「 食べた瞬間にどう 感じ る か」を 数値化／フ レ ッ シュ さ ・ 食べやすさ ・ 第一印象

後　 味 →「 飲み込んだあと にどう 残る か」を 数値化／コ ク ・ 余韻・ 満足感・ も う 一口食べたく なる か

● 酸味（ 先味）→ひと 口目に感じ る さ っ ぱり 感・ キュ ッ と し た酸っ ぱさ ／数値が低いほど、ツ ン と し ない、やさ し い酸味

● 苦味雑味（ 先味）→食べた瞬間に感じ る えぐ みや雑味／数値が低いほど、すっ き り し て食べやすい味

● 渋味刺激（ 先味）→舌にピ リ ッ と く る 刺激的な渋さ ／数値が低いほど、口当たり がなめら か

● 旨味（ 先味）→食べた瞬間に広がる「 おいし い」と 感じ る コ ク ／数値が高いほど、最初から 満足感がある

● 味の濃さ（ 先味）→ひと 口目の味のし っ かり 感・ 濃厚さ ／数値が高いほど、薄く 感じ にく く 、食べごたえがある

● 苦味（ 後味）→飲み込んだあと に残る 苦さ ／数値が低いほど、後味が軽く 、も う 一口食べたく なる

● 渋味（ 後味）→食べたあと に感じ る 口の中のキュ ッ と し た感じ ／適度だと 味が引き 締まり 、強すぎる と 渋く 感じ る

● 旨味コ ク（ 後味）→飲み込んだあと に残る おいし さ の余韻／数値が高いほど、「 あと 味がいい」「 コ ク がある 」

味覚セン サー結果から の総合評価

味覚セン サーによ る 分析結果から 、Bio-CLF® 栽培のイ チゴは、慣行栽培と 比べて酸味が立ち すぎず、味の濃さ と 旨味が向上し ている こ と

が確認さ れまし た。特に、ひと 口目に感じ る 酸味が穏やかで、味の立ち 上がり がやさ し く 、食べやすい印象を 与えます。一方で、味の濃さ

や旨味がし っ かり と 感じ ら れるため、甘さ だけに頼ら ない満足感のある食味と なっ ています。後味においても 、苦味や渋味が強く 残るこ と

はなく 、すっ き り と し た余韻が続く 点が特徴です。こ れら の結果から 、Bio-CLF® 栽培では糖と 酸のバラ ン スが整い、ひと 口目から 食べ

終わり まで「 おいし さ の流れ」が安定し たイ チゴに仕上がっ ている と 評価でき ます。

Bio-CLF® の製造・ 施肥状況を記録し 、初期成果と し て品質（ 糖度・ 糖酸比・ 香り ）やコ スト 、肥料がムダなく 作物に吸収さ れた割合、土壌へ

の環境負荷などを詳細に追跡し ます。中期では農家の所得向上、 資源化の拡大、 ブラ ンド 価値の向上を確認。実証データ を関係者と 共有し 、

新たな需要の掘り 起こ し と 社会の理解を得るための客観的材料に活用し ます。測定方法を統一し て信頼性を担保し 、 年度ごと のレ ビュ ーを

次年度の設計（ 対象作物の拡大・ 安全性評価）へ反映。地域循環型農業の価値を科学的に可視化し 、 確実な実用化を強力に推進し ていく 方針

です。

社会的イ ンパク ト の可視化プロセス

2026年3月現在

メ ッ セージ

株式会社 Quantaris Lab　 代表取締役　 榎本 剛司　

私たち は、 下水道由来の液体肥料（ Bio-CLF®）を 活用し 、 地域資源を 循環さ せる 持続可能な農業モデルの構築に取り

組んでいます。こ れまで“ 廃棄物” と し て扱われてき た下水汚泥も 、 適切な処理と 品質管理を行う こ と で、 農業に役立つ

資源へと 生まれ変わり ます。本プロ ジェ ク ト では、 静岡市下水道計画課・ 農業政策課と 連携し 、 品質や安全性の検証

を 進めながら 、 実証栽培を通じ てその有効性を確認し ています。下水道由来と いう イ メ ージを 乗り 越え、 地域資源を

活かす新し い循環の形と し て根付いていく こ と を 目指し ています。

静岡市役所　 農業政策課　 宮永 樹 

静岡市では環境負荷低減と 生産性向上が両立し た、持続可能な農と 食の地域循環システムを目指し 、様々な取組を進め

ています。その中で Quantaris Lab が取り 組む下水汚泥や食品残渣などの地域バイ オマスを 原料と し た液体肥料の

開発は環境負荷低減の観点から 見ても 非常に重要であるため、イ チゴ栽培での実証を通し 、生産性向上と の両立可能性

を模索し ていきたいと 考えています。一方で社会実装にあたっ ては、農業者、JA、消費者等幅広い関係者の協力が不可欠

のため、皆様のご理解・ ご協力を得ながら 新し い循環型農業のスタ ン ダード を 創っ ていき たいと 考えています。

静岡県立大学　 食品栄養科学部　 徳村 雅弘

私は大学教員と し ての立場から 、先端的な分析や資源循環の技術を社会に届け、未利用資源を 活かし た新し い食と 農

のかたち を 創っ ていき たいと 考えています。安全でおいし いサステナブルなフ ード を実現する と と も に、 その価値を

地域経済の活性化や持続可能な産業の創出につなげていき たいです。また、 学生と と も に地域課題に向き 合う こ と で、

実践の中で学びを 深める 機会も 広げたいと 考えています。加えて、 地域の皆さ まと 協働し ながら 課題解決に取り 組む

中で、学び直し の大切さ も 伝え、誰も が学び続け、夢を 持てる 環境づく り にも 貢献し ていき たいです。

スト ロベリ ーフ ィ ールド 　 萩原 裕晃

私は農作物の生産者と し て、こ れから の農業をどのよう に設計すれば、継続し て営農できるかと いう こ と を日々考えて

おり ます。現状では、生産資材の価格高騰や市場価格の変動に左右さ れる一方で、販売価格を自ら 決めるこ と は難し く 、

農家の立場が必ずし も 強いと は言えない状況にあり 、栽培方法や経営のあり 方についても 、自分で選べる 選択肢が

限ら れている と 感じ ています。 今回のよ う な取り 組みがどんどん実装さ れて、生産者たちが農業を 続けていく ために

取れる 選択肢が増えてき たら いいなと 思います。また一般の方々にも 農業への理解を 深める 機会の一つになれば幸い

です。


